
長崎県地学会誌 第 24号 (1975)

研究報文

1。 千綿において火山弾 の発見

1975年 3月 ,長崎県東彼杵町千綿赤木池

附近で火山弾 を発見した。その後ひきつづいて

火山弾の分布 とその産状について調査をつづけ

てきたのでその結果について報告す る。

火山弾の採集位置は図 1に示すように西から

①千綿赤木池附近 ,②大野原演習場入口坂下附

近,お よび③大野原演習場内琴平山附近の 3地

点であるぃ
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長崎県東彼杵町千綿産の火山弾

阪  口 和  貝」 (長崎県教育センタT)

寺  井    博  (諌早市立諫早中学校 )
野  中  成  生  (諌早市立諫早中学校 )

火山弾採集地点はいづれも,い わゆる大野原

玄武岩台地内にある。大野原玄武岩台地は小倉

勉 (1916)の 透輝石玄武岩,高橋清・倉沢
一 (1960)の 基盤玄武岩類,お よび松本篠

夫 (1973)の 松浦玄武岩類および一部新期

玄武岩類の分布地域に相当する。この 3地域と

も火山弾を含む集塊岩は赤色風イヒ粘土を形成し

ているので,火山弾を探す一つの目安になった。
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2。 千綿火山弾の産状

①  千綿赤木池附近
ここは最初に火山弾 を発見 した場所である。

赤木池より東北東にのびる谷の南■llに火山弾を

含む集塊岩が直径約 400解 ,比 高約 50Zの
ほぼ円形の地域に分布する。附近の地質は下位

より赤木池東の標高 413初 の中尾山をつ くる
角閃安 山岩 とそれを不整合におお って3Z以

上のスコリア層があり,そ の上部は灰色～黒灰

色の斑状組織を示す玄武岩の角礫岩がある。こ

れは溶岩に漸移するものと思われ′るが,そ の関

係はこの地点では確認 していない。さらにこの

上に火山弾を含 む集塊岩が存在す る。道路の切

害」で集塊岩の中に多 くの火山弾が含まれてい る

のを確認で きた。

図2:千綿赤木池附近で採集された火山弾

図 5:千綿赤木池附近の道諮の切り割りでみ

られる集塊岩中の火山弾 ,長径約 20働

叉, 近 くの畑には大 /Jヽの火山弾が散在 し, /Jヽ さ

い ものは 1働 ,大 きいものは 1笏 以上にもおよ

んでいる。形の整 った紡錘状の火山弾が石垣に

も利用 さオtて いる。

火山弾の分布は一般に火口附近に限 られるの

で ,こ の近 くに火 L麹 弾を噴き上げた火目が存在

することはまちがいないム地形的に赤本池が火

口ではないかと疑いをもったが ,赤木池周辺の

地質はスコリア層 (こ 鈴中に 50× 5 oδ勧ほど

の角閃石安山岩の角機が含まれている )と 斑状

組織の明瞭な玄武岩の溶岩および角礫岩からな

り,火山弾の分布は見出せなか った。 しか しな

が ら,火 111弾 を噴 き上げた火口でないに しても

附近の玄武岩¢分布か らして玄武岩溶岩の噴出

国の一つであった可能性はあるが ,現在のとこ

ろまだそれを確認で きていない。むしろ,火山

弾 を1資 き出 した火目はこの赤木池より東北東に

のびる谷の 500笏 ほど上流で,集塊岩の分布
のほぼ中心にあたる部分であったろ うと推定 し

ている。

② 大野原演習場入口坂下附近
バス道路が竜頭泉への道 と分岐する地点か ら

西方 500燿 の ところに直径約 150解 ,1北高
約 20解 の平い ドニム状の美 しい形を した火山

砕屑丘があり多 くの火山弾が散在す る。赤木池

附近の ものょり紡錘形のものは少 く, リボシ状

の火山弾が多い。バス道路ゎきの畑の露頭で も

赤土 が目立 ち火山弾が散在 してい る。この赤色

風化粘土層の下位には玄武岩の溶岩が分布する

が ,こ こでは成層す るスコリア層は見出されな

い。火山砕屑丘の頂上に火 |コ 跡と思われるもの

は見出せなかった:頂 上には自衛隊の演習のた

めの塑壕が堀 らオしているなこのために火目の原

形が こわされたのではないかとも思われる。

③ 大野原演習場内琴平山

琴平山 (標高 498解 )に 赤 くやけた珍 らし
い形をした岩がでることは土地の人にはよ く知

られており調査中に もこの場所に昔火山があっ
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5.千綿火山弾の岩石学的特徴

千綿赤木池附近の火山弾の岩石学的特徴 は次

の通 りである。

a◆ 肉眼的特徴 :多 孔質の ものか ,

いものは灰黒色を示 し,斜長石 ,

が目立つ。

b.顕微鏡的特徴

斑晶 :

多孔質でな

輝石の斑晶

図 4:大野原演習場入口坂下附近でみられる

火山砕屑丘

図5:大野原演習場入口坂下附近の火山砕屑

丘より採集 した火山弾,長径約 15働

たのではないかとい う話を何回か聞いた,こ の

岩石は庭石 として喜ばれ,か ってはかな り盛ん

に運び出された らしい。採取地点は射撃場の着

弾位置に近く,薬 きょうや弾の破片が多 く散ば

っている。ここでは採集時間が少かったので ,

はっきり火山弾であると確認で きるものは 1コ

しか採取で きなかった。火山弾採取地附近には

多孔質の玄武岩が多く,そ の中でガス孔の部分

に 5Z筋 ほどの球顆が入つているものが見 らねンた。

これを同じ球顆を有する多孔質の玄武岩は先に

のべた坂下の火山rit屑 丘で もみ られた。この琴

平山全体が火山砕屑丘だとすれば ,直径約 400

笏,比高約 50Zの 火山砕屑丘になるが,ま だ

調査が不十分であるので今後の問題 としたい。

斜長石は 1～ 1。 5解″の長方形の板状をなし,

内部が融食して虫 くい状にな っている。アル

バイト双晶が多 く,そ の最大消光角は 27°と

測定 され斜長石の成分はAn50%で 曹灰長石

に相当するものである。

普通輝石は最大 l πZの ものがある。最大消

光角は 5ぴで波動消光をしめす ものがある。

図 6:大野原演習場内琴平山附近の火山弾,長径 19θ筋

図7:貢
愕巽賢響葦讐ξ骨湧暑騒欝λ冒難
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かん らん石は最大 0.8 ππの ものがあり周辺  諫早中学校理科部会の佐藤昌教諭 ,橋 本忠喜教

はつずかにイデングサ イ トに変イヒしてい る。  諭に心か ら感謝致 します。

石基 :

間粒状組織 (In tergranular Texture)      参考文献  (発 刊年順 )

を示 し斜長石は長 さ0.l ππ程度の長柱状の も  小倉 勉 (1916):多 良岳火山地質調査報

のが大部分を占めている。その他普通輝石 ,   文震災予防調査会報告  No。 90

かんらん石,ア ルカリ長石を含み副成分鉱物  高橋 清・倉沢 一 (1960):九 州多良岳

の磁鉄鉱は きわめて多い。           火山岩および基盤岩類の岩石学な らびにイヒ学

石基 と斑品の量比はそれぞれ 87%, 13%   的性質について 地調月報  Vol.11

であり自色の斜長石の斑晶が目立つ。また斑  松本 |モ夫・山崎達雄 (1963):佐 賀県竹 I奇

晶鉱物の斜長石 ,普通輝石 ,か んらん石の比   火山 (新発見 )予報 日本地質学会西 日本支

はそれ′ぞれ 75%, 14%, 11%で ある。   部会報 第 35号

以 上のことか ら本岩はかん らん石普通輝石玄  松本佳夫 (1966):西 南日本内帯における

武岩 (Ⅳb)に 属する。            新生代の火山活動史

鎌田泰彦 (1966):五 島列島福江島の地質

4.千綿火山弾発見の意義           長崎県理科教育協会

山陰から西九州にかけて火山弾 を伴 う玄武岩  外山二郎 0山 口鉄男・石井哲夫 (1966):

の活動 は比較的少なく,今までに山口県下関の   雲仙 。長崎の自然 六月社刊

貴船 ,長 1奇県五島福江島の鬼岳 ,佐 賀県太良 町  橋 口文雄 (1967):竹 1奇火山の岩脈群の追

の竹 1奇などが知 られてい る (松 本 ,山 1奇 ,1963)  跡 と岩石学的研究 ,長崎県理科教育センター

また長1奇県北松浦郡小値賀島もこれに含まれる   研究集録 NO.4

と思われる。                 温湯勝相 (1971):多 良岳玄武岩質火山岩

今回 ,長崎県東彼杵町千綿か ら火山弾が発見   類の岩石学的研究 ,.岩鉱  Vol.65

されたことによって多良岳西麓地域における火  松本任夫 。栗原道徳・石井泰義・鎌田泰彦

山活動の末期に玄武岩質放出物の噴出のあった   (1971):九 州の 自然地理的条件か らみ

ことが確認 された 。このことはこの地域におけ   た災害の特性 (そ の 2)昭和 43年度文部省

る火山発達史上重要な意義を もつ もの と考える。  科学研究費特定研究 (災害科学 )九州地区に

火山弾が豊富に存在することと,そ れに伴 う   おける豪雨災害の総合的研究

火山砕屑丘が明瞭に保存 されていることなどか  松本性夫 0石井泰義 (1971):九 州の自然

ら,こ の火山活動は同じ多良火山の東方に存在   地理的条件からみた災害の特性 (そ の 3)同

する竹崎火山の活動の時代 または五島福江島の   上

火山砕屑丘の活動の時代に対比 され第四紀洪積  松本性夫 (1973):多 良岳自然公園候補地

世か ら現世にかけてのものであると考えられ る。  学術調査報告書 (地形・地質 ),財団法人国

立公園協会

5.謝  辞                阪口和員J・ 迎 満康 (1973):早 岐～嬉野

本報告書の原稿に目を通 していただき,いろ   地 区の地質 につい て,長 1奇 県高等学校理科

いろとご指導 ,ご助言をいただ きま した長 1奇 大   研究会 会誌 12号

学教育学部鎌田泰彦教授をはじめ調査の使宜 と       (昭 和 50年 7月 2日 受理 )

協力 をいただいた東彼杵町役場の7「
ni田四郎助役 ,

吉川義徳土木課長,町会議員寺井正守氏および
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